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図 1: Watermelon配置

図 2: Star配置

図 3: ベッセル橋

N 本の非衝突な 1次元ブラウン運動

XN(t) = (X1(t), X2(t), ..., XN(t)), 0 < t < 1

について，時刻 0で原点から一斉にスタートし，単位時間
後に原点に戻ってくる条件XN(0) = XN(1) = 0 を課した
ものを watermelon配置といい [図 1]，時刻 0で原点からス
タートするという条件XN(0) = 0 のみを課したものを star

配置という [図 2]．
また「負の値はとらない」という条件を課した 1次元ブ

ラウン運動の推移確率密度は 3次元ベッセル過程の推移確
率密度と等しい [1]. 3次元ベッセル過程とは 3次元ブラウン
運動の動径方向への射影

Y (t) =
√

B1(t)2 + B2(t)2 + B3(t)2, t ≥ 0

として定義され，B1(t),B2(t),B3(t)は互いに独立な 1次元標
準ブラウン運動である．このことから原点に吸収壁をもつ
watermelon配置のブラウン運動はベッセル橋と呼ばれ [図3]，
この極値分布に関する研究は近年注目を集めている [2-5]. こ
れまでの学会ではベッセル橋の最大高さHN がHN < hと
なる確率について，N = 2の場合，2重のディリクレ級数で
表わされ [6]，N が一般の場合，エルミート多項式の無限和
を成分にもつN × N 行列式で表されることを示した [7]．
本講演では，原点に吸収壁のない場合についてもwatermelon配置のN粒子非衝突ブラウン
運動はその極値分布がエルミート多項式の無限和を成分にもつN ×N 行列式で表されること
を示し，star配置の場合については吸収壁の有無にかかわらず，その極値分布がエルミート多
項式の無限和を成分にもつN × N パフィアンで表されることを示す [8]．
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